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1. 光化学スモッグとＶＯＣ
光化学スモッグは、有害な光化学オキシダントが高濃度になると発生します。

この光化学オキシダントの原因物質の一つに、「VOC」（揮発性有機化合物

：Volatile Organic Compounds）があります。

　東京の空は、昔に比べるときれいになったといわれますが、気象条件によっては、
今でも光化学スモッグに覆われてしまうことがあります。特に夏には、注意報が発
令されることもあります。
　しかし、その原因となる物質が、みなさんの身近な生活からも発生していること
は意外と知られていません。
　東京の空をもっときれいにするために、日常の暮らしの中でできる工夫について
紹介します。

(1) 光化学スモッグと光化学オキシダント

　大気中に排出された一部の化学物質は、太陽の光によって光化学オキシダント
と総称される新たな大気汚染物質をつくり出します。
　特に、春から秋にかけて風が弱く晴れた日には、
これらの光化学オキシダントが高濃度になり、
遠くがかすんで見えるようになる「光化学
スモッグ」という現象が発生します。
　光化学スモッグが発生すると、目の痛み、
息苦しさ、頭痛など人体への影響が発生する
ほか、葉の表面に斑点ができたり、枯れたりする
など農作物にも影響が発生します。　

光化学スモッグの
影響で、葉に
「フ」が入る

　また、高濃度の光化学オキシダントの発生が継続する場合には「光化学スモッグ
注意報」が発令され、学校などでの屋外活動が制限されることがあります。

写真： 都庁からの眺望（左：晴天の日、右：光化学スモッグ発生日）

(2) 光化学オキシダントの生成原因
　　　　　　　　　　　　ＶＯＣ（揮発性有機化合物）
　光化学オキシダントの生成原因の一つに、VOCがあります。VOC は、蒸発し
やすい有機化合物の総称です (※1)。
　ものを溶かす力や乾きやすさ、経済性から、工業的に広く使われているだけで
なく、身近な生活用品にも、様々な種類が用いられています (※2)。

◆工場や一般家庭、自動車などから大気中に排
出された VOC は、窒素酸化物 (NOx)とともに、
太陽の光によって、光化学オキシダントと総称
される新たな大気汚染物質を生成し、高濃度に
なると光化学スモッグとなります。

◆VOC は光化学オキシダントの原因となるだけ
でなく、浮遊粒子状物質（SPM）や、その一部
である微小粒子状物質（PM2.5）などの大気汚
染の原因ともなっています。

※2: 身の回りにある有機溶剤 ( シンナーなど ) や揮発油 ( ガソリンなど )、アルコールなどが該当し、
よく使われているものだけでも約 200 種類もあるといわれています。

※1:「有機化合物」とは、炭素を含む化合物の総称（二酸化炭素など一部の例外を除く）です。
炭素骨格を基本構造に持ち、糖、タンパク質、脂質など生物を構成する重要な要素にもなっています。
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(1) 求められる一般家庭・オフィスでの対策

2. 暮らしの中のＶＯＣ
東京都の VOC 年間排出量のうち、一般家庭やオフィスからの排出量は大き

な割合を占めています。私たちの日常には、VOC を用いたどのような製品

があるのでしょうか。

　東京都のVOC年間排出量約５万トンのうち、一般家庭やオフィスからの排出量
は、約 1.2 万トン（23％）と推計されており、大きな割合を占めています。

東京都のVOC年間排出量
約５万ｔ／年（2020 年度）

　工場・事業所等からのVOCの排出量は、法令による規制や事業者の自主的な
取組の結果削減されています。さらなるVOCの排出削減には、現在法規制の対
象外となっている一般家庭やオフィスでの対策が必要です。
　では、私たちの日常生活では、どのような製品にVOCが使われているのでしょ
うか。ここでは、代表的なVOCの使用例（「①スプレー」「②塗料」「③接着剤」）
を紹介するとともに、製品の使用に伴う
VOCの排出について考えてみます。

① ②
③

法規制と業界団体の
自主的取組の結果、
VOC排出量が削減

VOC排出削減が必要

法規制の対象外

法規制の対象

(2) 代表的なＶＯＣ使用例

① スプレー製品　☞低 VOC 製品の選び方は P9-10

②霧吹き・ポンプ式
◆噴射剤不使用

①エアゾール
◆噴射剤（VOC 含有）を使用

エアゾール製品の生産割合
（2020 年製造量）

ヘアスプレーや制汗剤、
虫よけスプレーなど
人体に使用する製品

      46％

芳香消臭剤や
クリーナー等の

家庭用品
　　　　16％

殺虫剤
    17％

噴射剤
（液化ガスや
　圧縮ガスなど）

原液
（スプレー成分など）

◆密閉、加圧して内容物を保護し、
　必要量を衛生的に取り出せる

　　メリットがある。

　スプレー製品には、①噴射剤と原液をバルブ付き容器に封入し、ガスの圧力によっ
て霧状・ムース状にして放出する「エアゾール」製品と、②手動でポンピングして
空気を加圧し、噴霧を発生させる「霧吹き・ポンプ」製品があります。

VOC
VOC

　エアゾール製品の噴射剤として
使用されているガスや、原液

（スプレー成分）には、VOCが
含まれているものがあります
(※3)。

　エアゾール製品は、高い利便性からヘ
アスプレーや殺虫剤など、幅広い製品群
に利用されており、私たちが日常生活で
よく利用する製品が全体の生産数量の約
８割を占めています。

※3：一般的なエアゾール製品に含まれる VOC は、容器容量に対して、人体用品で 90％、家庭用品で
15 ～ 80％、殺虫剤で 40 ～ 50％程度です。

その他
22％
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支持体

油性塗料で色をつける様子

② 塗料　☞低 VOC 製品の選び方は P11-12

　塗料（ペンキ）は、一般家庭で使用される以外にも、建築物や自動車、家具
や家電など、身の回りの様々な製品に利用されています。
　その中で身近な油性塗料は、成分として塗膜になる樹脂や顔料以外に、それ
を溶かすための有機溶剤が含まれています。塗装後、塗料が乾いて塗膜になる
過程で、有機溶剤はVOCとして大気中に放出されます。

VOC

③添加剤：塗料の性能を高める
　　　　　（防カビ剤等）

①顔料：色を付ける

②樹脂：塗膜を作る

◎溶剤 ( 有機溶剤、水性塗料では水）：
　下記①～③を溶かして塗りやすく
　する

◆塗りやすいよう、希釈するために使う。
　油性塗料では希釈剤として有機溶剤を用いる。
　そのほとんどが蒸発してVOCとなる。

◆時間が経つと有機溶剤が蒸発し、
　VOCとして放出される。

◆有機溶剤が蒸発し終わると、
　きれいで硬い塗膜ができあがる。

VOC

VOC

VOC

◆木材などの支持体に、
　塗料を塗る。

希釈
剤

◆塗料から放出されるVOCには、トルエン、キシレン、酢酸エチル、ホルムアルデヒドなどがあり
　ます。
◆有機溶剤で希釈する塗料は、油性塗料以外に、ラッカーやアクリル塗料などがあります。

塗料

接着剤でくっつける様子

支持体

③接着剤　☞低VOC 製品の選び方は P13-14

　接着剤は、身近なノリや粘着テープだけでなく、
ベニヤ板などの建築資材や自動車等、幅広く利用
されています。
　接着剤には、接着効果を発揮する樹脂などの他に、
それを溶かすための有機溶剤が含まれているものが
あります。
　塗布後、接着剤が乾いて固まる際に、有機溶剤
はVOCとして大気中に放出されます。

◆接着剤に含まれるVOCには、トルエン、キシレン、酢酸エチル、ホルムアルデヒドなどがあります。

VOC VOC

②添加剤：接着剤を柔らかくする
　　　　(可塑剤 )

①樹脂：接着面の凹凸に引っ掛かり
　接着作用を発揮する

◎溶剤 ( 有機溶剤、水性接着剤では水 )：
　①～②を溶かして塗りやすくする

VOC
◆時間が経つと
　「溶剤」が蒸発し、
　VOCが放出される。

◆「溶剤」がなくなると、
　樹脂が固まり、
　支持体同士が接着する。

◆ゴムやプラスチックなどの支持体
　2枚の間に接着剤を塗り、はさむ。
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3. ＶＯＣ製品の使用に伴うリスク
VOC は、様々な製品に使用されていますが、光化学スモッグの原因と

なるだけでなく、健康や環境に影響が出ることがあります。

　これまで見てきたように、VOCはものを溶かす性質や乾燥性などの優れた性能
から、便利な暮らしに欠かせない様々な製品に使用されています。
　その反面、製品に記載されている使用上の注意を十分に守らずに使用することで、
人体への健康被害や、火災などの事故につながる危険性があります。

(1) 臭気の問題、シックハウス症候群

　塗料や接着剤に含まれる VOCは、
臭気として感じられます。
室内で大量に使用すると、悪臭が
発生するだけでなく、大量に吸込む
ことで急性中毒が生じる場合があります。

　また、このVOC成分には、
シックハウス症候群の原因物質（※4）が
含まれている場合があります。これにより、
目・鼻への刺激や、頭痛・めまいを引き起
こすことが知られています。

　家具や壁紙など、室内で使用する製品にこれらの物質を含む塗料や接着剤を使
用した場合、使用時だけでなく、使用後も長期間にわたって徐々にこれらの物質
が放出されます。このため、少量であっても長期間にわたって原因物質を吸込む
ことで、上記のような症状が現れることがあります。塗料や接着剤の使用時だけ
でなく、使用後も十分に換気を行う必要があります。

※4：トルエンやキシレン、エチルベンゼン、ホルム
　　　アルデヒドなど

　臭気問題やシックハウス症候群の発生、火災発生のリスクは、
低VOC（VOC排出量・含有量の少ない）製品を使用することで
簡単に低減することができます。
　また、低VOC製品を使用することで、対象物の保護（肌への
刺激が少ないなど）、環境負荷の低減（大気汚染物質の削減など）
といったメリットがあります。　　　☞低VOC製品の選び方はＰ9-14

！

(2) 火災
　エアゾール製品の「噴射剤」や「原液」、塗料や接着剤の「樹脂」や
「溶剤」に用いられている VOCは、可燃性ガスや引火性の液体です。
　これらは、近くに点火源があると引火・爆発が起こり、思わぬ大事故
に繋がります（※5）。

VOCを使用した製品を使用する際には、次のことに気を付ける必要があります。
・製品を火の中に入れない
・室内で大量に使用しない（よく換気する）
・火気（台所、風呂場、ファンヒータ、ストーブ等）の近くで使用しない
・40℃以上の高温になるところに保管・放置しない
・直射日光のあたる窓の近くに保管・放置しない
・塗料をふき取った布や養生に使ったシートは、容器にまとめたり、ビニル袋に
　入れたまま放置しない
・スプレー製品は、使い切ってから捨てる
※5：VOCの種類によっては、ニオイがないため、周囲に滞留していることに気づかず、ライターや
コンロなどで引火・爆発する事故が起こっています。

点火源
（ライターやコンロの火気、
火花、静電気、摩擦熱など）

VOC

VOC

VOC
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シュ～～～ッ…

シュパッ！シュパッ！

4. 低ＶＯＣ製品の選び方
VOC 排出量・含有量の少ない製品は、どのように選べばよいのでしょうか。

　VOCは種類が多く、製品への表示義務もないため、低VOC製品を選ぶのは難
しいのが現状です。ここでは、低VOC製品の簡単な選び方を紹介します。

　「霧吹き・ポンプ」式の製品は、
噴射剤を用いないため、使用に伴
い VOCが飛散しません (※6)。

①霧吹き式、
　　　　ポンプ式の製品

　スプレー製品の中でも、先に紹介したエアゾール製品には、「噴射剤」や「原液」
にＶＯＣを含むものがあります。VOC削減には、以下の①～④のタイプの製品を
選ぶことが有効です。

① スプレー製品

　一定量が噴射できる定量型バルブを用いた製品や、タイマー式・プッ
シュ式の小型製品が開発・販売されています。発射時に一定量が噴射さ
れるため、使用一回あたりのVOC飛散量を抑制できます。

③定量型バルブ、タイマー式・プッシュ式の小型製品

　ムースタイプの製品は、噴射剤中の
VOC含有量が数％と少なく、泡状で
使用するため VOC飛散量が少ない特徴
があります。

②ムースタイプ

火気と高温に注意
高圧ガスを使用した可燃性の
製品であり…注意を守ること。
①炎や火気の近くで…使用し
ないこと。②…　……
……　…………　……
…………　…………　……
……⑤使い切って捨てること。

高圧ガス：二酸化炭素

火気と高温に注意
高圧ガスを使用した可燃性の
製品であり…注意を守ること。
①炎や火気の近くで…使用し
ないこと。②…　……
……　…………　……
…………　…………　……
……⑤使い切って捨てること。

高圧ガス：DME

火
気と高温に注意

④ 「圧縮ガス」を使用した製品

　エアゾール製品の中から低VOC製品を選ぶ場合には、「噴射剤」の種
類に注目します。
　「圧縮ガス」を使用した製品は、VOCが飛散しません（※7）。
　それに対し、「液化ガス」はVOCを含みます。

※6: スプレー成分にVOCを含む場合があります。
※7:「圧縮ガス」を使用した製品は、噴射剤に含まれるVOCは飛散しませんが、スプレー成分にVOC
を含む場合があります。

　エアゾール製品本体には、この「噴射剤」の種類が記載されています。
噴射剤にVOCを含まない圧縮ガスを使用した製品は、容器ラベルの注意
表示に黒字で使用ガス名が記載されています。

噴射剤

原液・
ガス

液化ガス

圧縮ガス

LPG（プロパン、ブタン）
DME（ジメチルエーテル）
HFO ( ハイドロフルオロオレフィン )

窒素
二酸化炭素
圧縮空気
酸素

◆「液化ガス」は、赤色で
　記載されています。

LPG、DME、HFO窒素、二酸化炭素、
圧縮空気、酸素
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ホルムアルデヒド
使用していません

キシレントルエン
使用していません

F★★★★

JIS

スプレー超速乾
EXTRA 水性

見分ける
ポイント①

見分ける
ポイント①

見分ける
ポイント①

（一社）日本塗料工業会登録

F☆☆☆☆

登録番号
ホルムアルデ
ヒド放散等級

問合せ先 http://www.toryo.or.jp

見分ける
ポイント②

見分ける
ポイント①

ラッカー水性耐久性

低 VOC 塗料（溶剤形）

低 VOC
塗料

表示の例

表示の例

表示の例

表示の例

　塗料には、有機溶剤（VOC）が含まれるものがあります。VOC削減には、
以下の①～④の表示の製品を選ぶことが有効です。

④水性塗料

② 塗料

　水に溶けるため、塗料希
釈時にシンナーなどの有機
溶剤の代わりに水で希釈で
きる塗料です。

　塗料に含まれる
VOCが 30％未満
の塗料です。

　トルエン、キシレン、エチ
ルベンゼンの含有量がそれ
ぞれ 0.1％未満の塗料です。

　法律で規制されている塗料からのホルムアルデヒド放散量に配慮した塗料です。
放散量に応じて等級づけされ、等級ごとに内装に使用できる面積に制限があります。

商品名に「水性」、「水系」という語が含まれる

◆塗料中の有機溶剤（VOC）
　が 5％以下もしくは 1％以下
◆統一マークなし

◆（一社）日本塗料工業会のガイドラインに
基づく製品には「低VOC塗料（溶剤形）」
という表示があります。
◆統一マークはなく、各メーカーが商品への
表示方法を決めています。（以下、「統一マークなし」）

　　　容器に「低ＶＯＣ塗料」という
マークや表記がある

①低ＶＯＣ塗料

◆ほかに、「ノン～」　「～ゼロ」
「～フリー」など
◆統一マークなし

　　　容器に「トルエン、キシレン不使用」という
マークや表記がある

　　　放散量が少なく、内装に制限なく使用できる塗料
には「Ｆ☆☆☆☆」と記載されている

　　　容器に「ホル
ムアルデヒド不使用」
というマークや表記
がある

◆白抜きの星印や、
「JIS マーク」入り
もある

③ホルムアルデヒド放散量に配慮した塗料

②非トルエン・
　　　キシレン塗料

水性水性

F★★★★
S10203040

オフホワイト
！◇◇

水系塗料
水

塗りにくい時は、

でうすめる

水
塗りにくい時は、

でうすめる

ラッカー水性耐久性

非トルエン・
キシレン塗料

見分ける
ポイント②

見分ける
ポイント②

見分ける
ポイント③

表示の例 表示の例

　　　容器に「水性」、「水性塗料」、
「水系塗料」などのマークが記載される

◆星印 2つ～ 4つで、ホルム
アルデヒドの放散量を表示し
ている
◆等級づけには、建築基準法
に基づくものと、業界団体の
自主管理規定に基づくものが
あります

F★★★★
F★★★
F★★

「JIS」、業界団体
認証制度の表示

ホルムアルデ
ヒドの放散

内装に使用する
場合の制限

制限なしに使える

使用面積が
制限される多い

少ない

　　　容器（説明書き等）に「水道水
で希釈できます」などの記載やマーク
がある

水系塗料

F★★★★

JIS

水性ペンキ

◆（一社）日本塗料工業会の非トルエン・キシ
レン塗料自主表示ガイドラインに基づく登録
製品には「非トルエン・キシレン塗料」とい
う登録表示があります。

　　　　容器に「非トルエン・キシレン塗料」という表記がある

「シックハウス症候群」の原因物質の一つである「ホルムアルデヒド」を発散する内装用建
材（壁紙、塗料、接着剤など）は、放散量に応じて等級づけされています。

「ホルムアルデヒド放散等級」（F☆☆～ F☆☆☆☆）

低 VOC
塗料

非トルエン・
キシレン塗料

 水性 EXT

乾  スプレ

11



ホルムアルデヒド
使用していません

キシレントルエン
使用していません

F★★★★

JIS

スプレー超速乾
EXTRA 水性

見分ける
ポイント①

見分ける
ポイント①

見分ける
ポイント①

（一社）日本塗料工業会登録

F☆☆☆☆

登録番号
ホルムアルデ
ヒド放散等級

問合せ先 http://www.toryo.or.jp

見分ける
ポイント②

見分ける
ポイント①

ラッカー水性耐久性

低 VOC 塗料（溶剤形）

低 VOC
塗料

表示の例

表示の例

表示の例

表示の例

　塗料には、有機溶剤（VOC）が含まれるものがあります。VOC削減には、
以下の①～④の表示の製品を選ぶことが有効です。

④水性塗料

② 塗料

　水に溶けるため、塗料希
釈時にシンナーなどの有機
溶剤の代わりに水で希釈で
きる塗料です。

　塗料に含まれる
VOCが 30％未満
の塗料です。

　トルエン、キシレン、エチ
ルベンゼンの含有量がそれ
ぞれ 0.1％未満の塗料です。

　法律で規制されている塗料からのホルムアルデヒド放散量に配慮した塗料です。
放散量に応じて等級づけされ、等級ごとに内装に使用できる面積に制限があります。

商品名に「水性」、「水系」という語が含まれる

◆塗料中の有機溶剤（VOC）
　が 5％以下もしくは 1％以下
◆統一マークなし

◆（一社）日本塗料工業会のガイドラインに
基づく製品には「低VOC塗料（溶剤形）」
という表示があります。
◆統一マークはなく、各メーカーが商品への
表示方法を決めています。（以下、「統一マークなし」）

　　　容器に「低ＶＯＣ塗料」という
マークや表記がある

①低ＶＯＣ塗料

◆ほかに、「ノン～」　「～ゼロ」
「～フリー」など
◆統一マークなし

　　　容器に「トルエン、キシレン不使用」という
マークや表記がある

　　　放散量が少なく、内装に制限なく使用できる塗料
には「Ｆ☆☆☆☆」と記載されている

　　　容器に「ホル
ムアルデヒド不使用」
というマークや表記
がある

◆白抜きの星印や、
「JIS マーク」入り
もある

③ホルムアルデヒド放散量に配慮した塗料

②非トルエン・
　　　キシレン塗料

水性水性

F★★★★
S10203040

オフホワイト
！◇◇

水系塗料
水

塗りにくい時は、

でうすめる

水
塗りにくい時は、

でうすめる

ラッカー水性耐久性

非トルエン・
キシレン塗料

見分ける
ポイント②

見分ける
ポイント②

見分ける
ポイント③

表示の例 表示の例

　　　容器に「水性」、「水性塗料」、
「水系塗料」などのマークが記載される

◆星印 2つ～ 4つで、ホルム
アルデヒドの放散量を表示し
ている
◆等級づけには、建築基準法
に基づくものと、業界団体の
自主管理規定に基づくものが
あります

F★★★★
F★★★
F★★

「JIS」、業界団体
認証制度の表示

ホルムアルデ
ヒドの放散

内装に使用する
場合の制限

制限なしに使える

使用面積が
制限される多い

少ない

　　　容器（説明書き等）に「水道水
で希釈できます」などの記載やマーク
がある

水系塗料

F★★★★

JIS

水性ペンキ

◆（一社）日本塗料工業会の非トルエン・キシ
レン塗料自主表示ガイドラインに基づく登録
製品には「非トルエン・キシレン塗料」とい
う登録表示があります。

　　　　容器に「非トルエン・キシレン塗料」という表記がある

「シックハウス症候群」の原因物質の一つである「ホルムアルデヒド」を発散する内装用建
材（壁紙、塗料、接着剤など）は、放散量に応じて等級づけされています。

「ホルムアルデヒド放散等級」（F☆☆～ F☆☆☆☆）

低 VOC
塗料

非トルエン・
キシレン塗料

 水性 EXT

乾  スプレ
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水性タイプ

JAIA 4VOC
基準適合

水性

ホルムアルデヒド
使用していません

見分ける
ポイント①

見分ける
ポイント①

見分ける
ポイント②

見分ける
ポイント①

F★★★★

JISF☆☆☆☆

JAIA－○○○○○○

　　日本接着剤工業会登録

登録番号　　：JAIA－○○○○○○

放散量区分：4VOC 基準適合

製造者名　：○○○○（株）

問合せ先　：http://www.jaia.gr.jp

ロット番号：○○○○○

表示の例

表示の例

①水性接着剤

③接着剤

　水に溶けているタイプの
接着剤です。

　法律で規制されている接着剤からのホルムアルデヒド放散量に配慮した接着剤です。
放散量に応じて等級づけされ、等級ごとに内装に使用できる面積に制限があります。

　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの 4物質を意図的に使用せず、
含有量が規定値（トルエン※、キシレン、エチルベンゼンは 0.1 重量％未満、スチ
レンは 0.015 重量％未満）を満たす製品です。

※「JAIA - F☆☆☆☆」は、
日本接着剤工業会登録のノンホルムアルデヒド製品「ホルム
アルデヒドを発散する原材料を使用していない製品」の表示

※エチレン酢酸ビニル共重合樹脂系エマルジョンを含有する接着剤はトルエン 0.05 重量％未満

　接着剤には、有機溶剤（VOC）が含まれるものがあります。VOC削減には、
以下の①～③のタイプの製品を選ぶことが有効です。

容器に「水性」などの表示があります。

　　　容器に「ホル
ムアルデヒド不使用」
というマークや表記
がある

商品に「ＪＡＩＡ　4ＶＯＣ基準適合」の記載がある

　　　放散量が少なく、内装に制限なく使用できる接着
剤には「Ｆ☆☆☆☆」と記載されている。

②ホルムアルデヒド放散量に配慮した接着剤

③4VOC 基準適合製品

木工用
JAIA　F 　4VOC 基準適合

スーパー多用途
皮 ・ゴム ・金属

水性タイプ

F★
★
★
★

木
工
用

◎
△
□

速
乾

ホ
ル

ム
ア

ル
デ

ヒ
ド

ト
ル

エ
ン

キ
シ

レ
ン

使
用

し
て

い
ま

せ
ん

使
用

し
て

い
ま

せ
ん

九州大学大学院工学研究院教授　馬奈木俊介　　　グリーン購入ネットワーク
主婦連合会　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人日本塗料工業会
日本接着剤工業会

【作成協力】

　VOCは、日常生活で使う様々な製品に含まれて

います。便利な生活に欠かせない製品ですが、人

や環境への影響に配慮して、低 VOC製品を選ぶ工

夫をしてみませんか？

　製品を選ぶ際には、リーフレットを参考に、

表示をよく見て選びましょう！
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東京都 環境局 環境改善部 化学物質対策課
【住所】　〒163－8001　東京都新宿区西新宿２－８－１　都庁第２本庁舎 20 階
【電話】　03-5388-3457（直通）　  　　　　　　　　　 【FAX】　03-5388-1376
【HP】 https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/voc/voc_life/index.html
                                                               　　　　   （暮らしの中の VOC について紹介）

身近な低ＶＯＣ製品の選び方ガイドブック
―光化学スモッグのないきれいな空を目指して―

令和６年１月発行

令和５年度
登録番号第 51 号

環境資料第 35044 号

総　合
評価値 80
【参照先】https://www.ojipaper.co.jp/pdf/green.pdf

古紙配合率60％再生紙を
使用しています

この製品は、 FSC®認証材、再生
資源、およびその他の管理原材
料から作られています。

—光化学スモッグのないきれいな空を目指して—

身近な低ＶＯＣ製品の

選び方ガイドブック


